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甲賀市レッドリスト 2022 昆虫類 概要 

 

◇ 甲賀市の昆虫類（昆虫相および地理分布の特徴、解明度） 

 

・ 甲賀市の昆虫類については、古くは鈴鹿山脈の国定公園制定時の調査（山下ほか, 1963）、

みなくち子どもの森園内の昆虫類調査（河瀬ほか，2010；甲賀市みなくち子どもの森自

然館，2016）、各種開発に関連した環境影響評価の調査結果などが公表されているが、

市域全体の昆虫相については整理されていない。 

・ みなくち子どもの森園内では 1000 種以上の昆虫類が確認されており、今後の調査進行

により、市内では数千種類の昆虫類が記録されると推察できる。 

・ 甲賀市の自然環境を特徴づける種、地理的に甲賀地域に特徴的な分布をする種として、

鈴鹿山脈には、スズカササキリモドキ、キリシマミドリシジミ、オオダイセマダラコガ

ネ、コブヤハズカミキリ類などが分布し、信楽山地には、シガラキオサムシ、ヤマトエ

ンマコガネなど、古琵琶湖層の丘陵地域から信楽山地にかけて点在する湧水湿地には、

サラサヤンマ、オオヒカゲなど湿地性の昆虫類、野洲川の河原環境にはカワラバッタな

どが生息する。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2022 昆虫類 掲載方針 

 

・ カゲロウ目、トンボ目、バッタ目、カメムシ目、ヘビトンボ目、アミメカゲロウ目、コ

ウチュウ目、ハチ目、トビケラ目、チョウ目など、現在までに記録が得られた昆虫類の

種を評価対象とした。 

・ トンボ目とチョウ目チョウ類は、市内の分布種がほぼ判明しており、今回のレッドリス

ト改訂に合わせて 2007 年（初回レッドリスト策定年）以降の動向を検討した。他の目

については、コウチュウ目の水生甲虫類、トビケラ目など、市域の調査が進んだグルー

プもあるが、市域全体の昆虫相の解明度はいまだ不十分である。 

・ カテゴリー定義：「絶滅種」は過去に生息したが、現在は見られない種。「絶滅危惧種」

は絶滅寸前か数か所の生息地、「絶滅危機増大種」は一桁後半～20 か所程度の生息地を

目安に選定した。「要注目種」は良好な環境を指標する、減少傾向が予想されるが情報

不足である、種について選定した。「地域種」については、甲賀市の典型的な自然環境

を指標する（甲賀市の自然を示すのに相応しい）種、地理的に甲賀市付近に特徴的な分

布をする種や、市内に特有な形態や遺伝の型が分布する種を選定した。 

・ 外来種については対象としていない。 

・ 琵琶湖に生息するメガネサナエなど、偶然に飛来して記録された種、一時的な発生記録

と考えられる種については、評価対象としなかった。 
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◇ 甲賀市レッドリスト 2022 昆虫類 掲載種の概要 

 

・ 各カテゴリー掲載種数（甲賀市レッドリスト 2007，2012，2017 と比較）は以下表のと

おりであった。 

 

 表. 甲賀市レッドリスト 2022 昆虫類 掲載種数 

＼ 2022 2017 2012 2007 備 考 

絶滅種 7 6 1 0  

絶滅危惧種 25 22 19 13  

絶滅危機増大種 27 30 28 17  

要注目種 97 94 68 31  

地域種 15 14 14 14  

（合計種数） 171 166 130 75  

 

・ 主な掲載種として、絶滅種にコバネアオイトトンボ、ゲンゴロウ、マダラシマゲンゴロ

ウ、タガメ、ミヤマチャバネセセリ、ギフチョウ、オオウラギンヒョウモン、絶滅危惧

種ではベニイトトンボ、アオヤンマ、ナニワトンボ、ナガミズムシ、ケシゲンゴロウ、

ギンイチモンジセセリ、ウラギンスジヒョウモンなど、絶滅危機増大種ではカトリヤン

マ、カワラバッタ、ガムシ、ミズスマシ、クモガタヒョウモン、要注目種ではアオイト

トンボ、キイトトンボ、ホンサナエ、マユタテアカネ、ハンミョウ、アカマダラコガネ、

ルリモンハナバチ、ジャコウアゲハなど、地域種ではサラサヤンマ、スズカササキリモ

ドキ、シガラキオサムシ、オオヒカゲ、キリシマミドリシジミなどがある。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2017 昆虫類からの変更とその理由 

 

・ 絶滅種 7 （前回 6 種）のうち、6 種は変わらず、新たにマダラシマゲンゴロウが絶滅危

惧種から絶滅種となった。この種は 50 年以上記録が得られず、調査不足と考えていた

ものの、調査の継続状況や他の水生甲虫類の減少状況を勘案して判断した。 

・ 絶滅危惧種 25 種（前回 22 種）では、前回 22 種のうち、20 種が前回に引き続いて絶滅

危惧種と判定され、1 種（マダラシマゲンゴロウ）は絶滅種と判定され、1 種（オオム

ラサキ）が絶滅危機増大種に移った。新たに絶滅危惧種になったのは 5 種で、オオイト

トンボ、マイコアカネ、マルガタゲンゴロウ、オオミズスマシ、コガタガムシと、いず

れも池や湿地にすむ水生昆虫であり、これら水生昆虫類を取り巻く環境は厳しい（コガ

タガムシは新たにレッドリストに入ったが近隣府県でも分布記録が極限される種）。前回

に引き続き、絶滅危惧種に指定されたハネビロエゾトンボ、ナニワトンボ、ギンイチモ

ンジセセリ、ウラナミジャノメ、ババホタルトビケラは長年にわたって記録が得られず、

実際には絶滅した可能性もあるが、さらに今後の調査結果を待つこととなった。 
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・ 絶滅危機増大種 27 種（前回 30 種）では、前回 30 種のうち 25 種が同じ絶滅危機増大種

に留まり、オオイトトンボ、マイコアカネ、マルガタゲンゴロウ、オオミズスマシの 4

種が絶滅危惧種へ移った。オオクワガタは過去の記録が定かでなく、新たな記録が得ら

れずリスト外となった。新たに絶滅危機増大種となった 1 種はオオムラサキで、記録の

増加により絶滅危惧種から移った。また市内に記録があるチャイロマメゲンゴロウが危

機的な状況と判断されて、新たにこのカテゴリーで掲載された。 

・ 要注目種 97 種（前回 94 種）では、前回 94 種のうち 89 種が同じ要注目種に留まった。

ハネナガイナゴ、クツワムシ、アカシジミ、ミズイロオナガシジミ、メスグロヒョウモ

ンの 5 種は増加傾向であったり、個体数の年変動が顕著であったりすると判断されて、

減少傾向と判断されず、要注目種から除外された（リストから外れた）。新たに要注目種

となったのはモノサシトンボ、キイトトンボ、ナツアカネ、マユタテアカネ、マルグン

バイ、オニツノゴミムシダマシ、ミスジチョウ、カスミハネカの 7 種である。トンボの

4 種は以前の普通種がこの数年で減少の懸念が生じており、その他 3 種は新たに分布が

確認されたものである。 

・ 地域種 15 種（前回 14 種）では、滋賀県と三重県に分布するヌノビキオサムシの分布が、

滋賀県では土山町と周辺に限定されることから、新たに追加した。 

・ トンボ類、水生カメムシ類、ゲンゴロウ・ガムシなど水生コウチュウ類など、池沼や湿

地の水生昆虫類の掲載種が 32 種（2007 年）→59 種（2012 年）→83 種（2017 年）→

95 種（2022 年）と大幅に増加し続けている。この傾向は環境省、滋賀県レッドリスト

の傾向と一致している。閉鎖的な生態系である水域は、様々な影響が現れやすい環境で

ある。 

  ◇ 池沼や湿地の埋め立てや改修が進行したこと 

 ◇ 水田や水路、ため池など稲作施業に関わる水域の管理手法が近代化されたこと 

 ◇ 農薬・洗剤等の化学物質が水域に影響を与えたこと 

 ◇ 外来種の魚類（ブラックバス、ブルーギルなど）や甲殻類（アメリカザリガニ）が

侵入・増加したこと 

  などの環境変化によって、多くの水生昆虫類が減少したと考えられる。 

・  明るい樹林や草原に生息する種類は 20 種程度で 2017 年とほぼ同様であった。ハウチ

ワウンカ、オオツノトンボ、ギンイチモンジセセリ、ウラナミジャノメ、ウラギンスジ

ヒョウモンなどは、人間による里山への関与が減少したことで生息環境が減少し続けて

いる。 

・ 水辺や草原にすむ昆虫類以外の多くは森林性の昆虫類である。ハルゼミやミヤマセセリ

の減少、コカブトムシ、オニツノゴミムシダマシ、オオムラサキの記録やその増加など、

里山の手入れ不足により、森林が成長・成熟したことが関係している可能性がある。 
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◇ 甲賀市レッドリスト 2022 昆虫類 今後の対策・留意点 

 

・  次回の改定時には、現在の絶滅危惧種のうち、ハネビロエゾトンボ、ナニワトンボ、ギ

ンイチモンジセセリ、ウラナミジャノメ、ババホタルトビケラなど、数十年間以上、長

く記録されない種類の一部は、絶滅判定をせざるを得ない可能性がある。 

・  要注目種にさまざまな要因から掲載された多数の種が含まれることとなった。次回の改

定時には、「希少種」、「情報不足」など新たなカテゴリーを設ける対応が必要と考えら

れたが、他の分類群との調整が必要である。 

・ より精度の高いレッドリストを策定するため、地道な調査を継続してゆきたい。昆虫類

は分布確認により、新たな掲載種が出てくる可能性が十分にある。 

・ 里山の明るい樹林や草地環境に生息する種や、地表性の種類など、さらに現状解明が必

要な種が少なくないと考えられた。 

・ 水辺の昆虫類については、現存生息地の維持保全、ビオトープなど新たな生息地の創出

を行わないと減少に歯止めがかからない。保全事業に取り組む必要性が高い。 
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